
細則第38号様式（第２条第49号）
 （総括票）                                                      　　 

（報告先）

住所

氏名

（法人の場合は、名称及び代表者の氏名）

１　地球温暖化対策事業者等の概要

4,761 kｌ 台

２　計画期間及び実施年度

2016 2018 年度 2018 年度

３　温室効果ガスの排出の抑制等を図るための基本方針

（Ａ４）

　　　2019 年 7月 29日

[基本方針]
学校法人神奈川大学は、省エネ法に対応し地球環境の保全に資するため、エネルギー消費原単位を平成21年度比、年平均 1％以上の削減に向けて取組むと共に、一層の省エネルギー対策を行い
ます。その目的を達成するために、省エネルギー推進委員会で、維持管理計画に伴なう省エネ計画と積極的な省エネ計画を取り組んだ「省エネ中長期計画」を立案し、計画通り実施します。
[主要なエネルギー使用設備の更新等の検討]
①更新の対象となる主要なエネルギー使用設備
　１、高圧変電設備の高効率機器への更新（横浜キャンパス）
　２、ガス式空調機を高効率ガス式空調機へ更新（横浜キャンパス２３号館）
　３、中央監視装置機器更新に伴い電力・ガス計測データの取り込み（横浜キャンパス）
　４、ガス焚き冷温水発生機を高効率機器への更新及び冷温水、冷却水ポンプのインバータ導入（横浜キャンパス１１、１７号館）
　５、ＦＬＲ型照明器具をＬＥＤ照明に更新（横浜キャンパス１７・１９号館）
　６、ガス式空調機を高効率空調機へ更新（横浜キャンパス１号館）
②上記①の設備を選択した理由
　１、耐用年数経過に伴う更新　　２、耐用年数経過に伴う更新　　　３、エネルギー使用量の見える化
　４、耐用年数経過に伴う更新及びポンプの省エネ対策　　５、耐用年数経過に伴う更新　６、耐用年数経過に伴う更新
③設備更新スケジュール
　１、平成２８,２９,３０年度　　２、平成２８,２９年度　　３、平成２８,２９,３０年度
  ４、平成２９,３０年度　５、平成２９,３０年度　　６、平成３０年度

上記　①更新の対象となる主要なエネルギー使用設備の４、５については、新キャンパス構想により該当施設の利用方法やプログラム変更が検討されているため、利用方法に合った改修計画が
望ましいため検討結果が確定するまで延期とした。

計 画 期 間 実 施 年 度

規則第89条第1項第2号該当事業者

主 た る 事 業 の 業 種

大分類 Ｏ 教育、学習支援業

中分類

年度 ～ 

８１ 学校教育

自 動 車 の 台 数

地球温暖化対策事業者以外の事業者（任意提出事業者）

該 当 す る
事 業 者 の 要 件

条例施行規則（以下「規則」という。）第89条第1項第1号該当事業者

規則第89条第1項第3号該当事業者

原油換算エネルギー使用量

地球温暖化対策実施状況報告書

事業者の氏名又は名称
( 代 表 者 の 氏 名 ）

学校法人神奈川大学
（理事長　牧内　良平）

事 業 者 の 主 た る
事 業 所 の 所 在 地

横浜市神奈川区六角橋３丁目２７番１号

横浜市長

　横浜市生活環境の保全等に関する条例（以下「条例」という。）第144条第2項の規定により、次のとお
り報告します。

横浜市神奈川区六角橋
３丁目２７番１号

学校法人神奈川大学
理事長　牧内　良平



細則第38号様式（第２条第49号）
 （総括票）                                                      　　 

４　推進体制

５　公表の方法等

ホ ー ム ペ ー ジ アドレス

閲覧場所 神奈川大学横浜キャンパス18号館地下1階　施設部施設課

窓 口 で 閲 覧

（Ａ４）

所在地 横浜市神奈川区六角橋３丁目２７番１号

そ の 他

閲覧可能時間 9:00～16:00（月～金曜日）（但し12：30～13：30は昼休み）

冊 子
入手方法

冊子名

計画管理責任者 
事務局長 

計画推進責任者 
施設部長 

横浜キャンパス 
   4426KL≧1500ｋＬ 

推進責任者兼技術管理者 
施設部次長 

計画推進責任者 
施設部長 

中山キャンパス 
   335ｋL 

湘南ひらつか 
キャンパス     

横浜市 その他県域 



細則第38号様式（第２条第49号）
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６の１　温室効果ガスの排出の抑制に係る目標等の状況（第１号及び第２号該当事業者）

7,605 t-CO2 48.90 t-CO2/ 1000㎡

7,363 t-CO2 48.85 t-CO2/ 1000㎡

7,566 t-CO2 削減率 0.5 ％ 48.41 t-CO2/ 1000㎡

7,486 t-CO2 削減率 ▲ 1.7 ％ 削減率 1.0 ％

7,712 t-CO2 削減率 ▲ 1.4 ％ 49.34 t-CO2/ 1000㎡

7,562 t-CO2 削減率 ▲ 2.7 ％ 削減率 ▲ 0.9 ％

7,761 t-CO2 削減率 ▲ 2.1 ％ 49.65 t-CO2/ 1000㎡

7,550 t-CO2 削減率 ▲ 2.5 ％ 削減率 ▲ 1.5 ％

排 出 量

（Ａ４）

排出原単位

排出原単位

計画期間全体の排
出状況に関する説
明

2018年度も過年度の経験を生かした節電と運用面の改善を含んだ省エネ対策を継続実施した。
また、横浜キャンパスの1号館のＧＨＰ空調機を更新(第1期）や電気式のパッケージエアコンの
更新などを行ったが、2017年度に比べ、夏季の外気温が高かったことの影響により冷房用空調
設備の電気・ガスの使用量が大幅に増加した。冬季は外気温は高く暖房用空調設備の電気・ガ
スの使用量が減少したが、夏季の増加分を吸収できなかったためＣＯ２排出量が削減できな
かった。引き続き運用面の改善を含んだ省エネ対策を実施する必要がある。

第 二 年 度

平成29年度も過年度の経験を生かした節電と運用面の改善を含んだ省エネ対策を継続実施し
た。また、横浜キャンパスの22号館のガス焚き冷温水発生機から高効率ガスヒートポンプチ
ラーへ改修及び23号館ＧＨＰ空調機を更新(第４期）を行ったが、平均外気温度が平成28年度に
比べ、冷房時の7月は1.6℃高く、暖房時の12・1・2月が平均で1.7℃低くかったため、全施設と
も7・12・1・2月における冷暖房の為の電気及びガスの使用量が増加したため、ＣＯ２排出量が
削減できなかった。引き続き運用面の改善を含んだ省エネ対策を実施する必要がある。

調 整 後

（2018年度）

基準年度である2015年度から、計画期間の3年間は建物の増改築により床面積が約1,750㎡
（1.1％）増加し、温室効果ガス排出量で156(2.1％）ｔ-CO2増加した。これは、増築面積と夏
季の外気温が高かったことの影響により冷房用空調設備の電気・ガスの使用量が大幅に増加し
たため、増加したものである。対策として、増改築時に最新の省エネ対策の取入れや既存施設
改修の省エネ中長期計画対策を予定どおり実施した。また、構成員により運用面の対策も実施
したが3年間で温室効果ガス排出量及び原単位は基準年度より目標を達成することができなかっ
た。

調 整 後

目標等の達成状況
及び説明

（2017年度）

第 三 年 度

排 出 量

目標等の達成状況
及び説明

（2016年度）

平成28年度は過年度の経験を生かした節電と運用面の改善を含んだ省エネ対策を継続実施した
こと及び横浜キャンパスの16号館の照明設備をＬＥＤ化と２３号館ＧＨＰ空調機を更新(第３
期）することで目標より大幅に、ＣＯ２排出量が削減できた。また、最新の省エネルギーを取
り入れた横浜キャンパス29号館（774.8㎡）を建設したことでＣＯ２排出量の原単位もＣＯ２排
出量削減と合わせて大幅に削減することが出来た。しかし、中山キャンパスのＣＯ2排出量は増
加ししており引き続き運用面の改善を含んだ省エネ対策を実施する必要がある。

排出原単位

目標等の達成状況
及び説明

排 出 量

調 整 後

第 一 年 度

基 準 年 度
（2015年度）

神奈川大学法人全体の省ネルギー対策基本方針は、平成21年度を基準としたエネルギー使用量
原単位を１％削減としており、積極的に設備の運転状況の効率化や中長期計画による機器の更
新及び運用改善による省ネルギー対策を進めている。その結果、平成27年度実績では原単位を
基準年度比で約16％減となっており、計画以上の成果が出ている。
そのため、目標設定にあたっては現状を維持することとして、過去の3年間と同様に継続的な日
常管理と中長期計画に基づく設備更新により省エネルギ－を実施することとした。

削減対策となるその他のガスはありません。
事業者全体として
の目標等

基準原単位

排出の抑制に係る
目標の設定の考え
方

調 整 後

基準排出量

目 標 年 度
（2018年度）

目標排出量 7,597 削減率 0.1t-CO2 削減率 0.1
目標原単位

％ ％
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６の２　温室効果ガスの排出の抑制に係る目標等の状況（第３号該当事業者）

t-CO2 t-CO2/

t-CO2 t-CO2/

t-CO2 削減率 ％ t-CO2/

t-CO2 削減率 ％ 削減率 ％

t-CO2 削減率 ％ t-CO2/

t-CO2 削減率 ％ 削減率 ％

t-CO2 削減率 ％ t-CO2/

t-CO2 削減率 ％ 削減率 ％

計画期間全体の排
出状況に関する説
明

調 整 後
（  年度）

目標等の達成状況
及び説明

（Ａ４）

排出原単位

排出原単位

調 整 後

排 出 量

排 出 量

第 三 年 度

調 整 後

排出原単位
排 出 量

％
目標原単位

t-CO2

目標等の達成状況
及び説明

（  年度）

削減率

基 準 年 度
（  年度）

排出の抑制に係る
目標の設定の考え
方

（  年度）

基準原単位基準排出量

目標排出量 削減率 ％

第 二 年 度

（  年度）
第 一 年 度

目 標 年 度

事業者全体として
の目標等

目標等の達成状況
及び説明

調 整 後
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７　事業所等における温室効果ガスの排出状況

事業所等の
数（所）

排出量の
合計(t-CO2)

事業所等の
数（所）

排出量の
合計(t-CO2)

事業所等の
数（所）

排出量の
合計(t-CO2)

事業所等の
数（所）

排出量の
合計(t-CO2)

1 7,195 1 7,141 1 7,275 1 7,325

0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0

1 410 1 425 1 437 1 436

2 7,605 2 7,566 2 7,712 2 7,761

８　自動車における温室効果ガスの排出状況

台数（台）
排出量の

合計(t-CO2)
台数（台）

排出量の
合計(t-CO2)

台数（台）
排出量の

合計(t-CO2)
台数（台）

排出量の
合計(t-CO2)

％ ％ ％ ％

（Ａ４）

低公害かつ低燃費な車の
導入割合(%)

第三年度
事業所等の規模

（原油換算エネルギー使用量）

3,000kｌ以上

1,500kｌ以上 3,000kｌ未満

自動車の区分

基準年度 第一年度 第二年度

合計

乗用自動車

合計

普通貨物自動車

小型貨物自動車

大型バス

マイクロバス

第二年度 第三年度

500kｌ以上 1,500kｌ未満

500kｌ未満

基準年度 第一年度
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９の１　重点対策の実施状況（第１号及び第２号該当事業者）

実施済事業
所数／対象
事業所数

設備の種
類、実施済
設備数／対
象設備数

完了予定年度
(実施中.未実施

の場合）

未実施・非該
当の理由

実施状況
実施済事業
所数／対象
事業所数

設備の種
類、実施済
設備数／対
象設備数

完了予定年度
(実施中.未実施

の場合）

未実施・非該
当の理由

実施状況
実施済事業
所数／対象
事業所数

設備の種
類、実施済
設備数／対
象設備数

完了予定年度
(実施中.未実施

の場合）

未実施・非該
当の理由

実施状況

1
事業者全体
(市内分)

2／2 ― 年度 2／2 ― 年度 2／2 ― 年度

2
事業者全体
(市内分)

2／2 ― 年度 2／2 ― 年度 2／2 ― 年度

3
事業者全体
(市内分)

2／2 ― 年度 2／2 ― 年度 2／2 ― 年度

4
事業者全体
(市内分)

0／2 ― 2018年度
横浜キャンパスの全体を見直
し中 0／2 ― 2018年度

横浜キャンパスの全体を見直
し中 1／2 ― 2021年度

中山キャンパスの全体を見直
し中

5
個別票対象
事業所

2／2 ― 年度 2／2 ― 年度 2／2 ― 年度

6
個別票対象
事業所

／ ― 年度 該当設備なし ／ ― 年度 該当設備なし ／ ― 年度 該当設備なし

7
個別票対象
事業所

2／2 ― 年度 2／2 ― 年度 2／2 ― 年度

8
個別票対象
事業所

2／2 ― 年度 2／2 ― 年度 2／2 ― 年度

9
個別票対象
事業所

1／1 ― 年度 1／1 ― 年度 1／1 ― 年度

10
個別票対象
事業所

2／2 ― 年度 2／2 ― 年度 2／2 ― 年度

11 事業所 2／2 ― 年度 2／2 ― 年度 2／2 ― 年度

12 事業所 ／ ― 年度 該当設備なし ／ ― 年度 該当設備なし ／ ― 年度 該当設備なし

13 事業所 1／2 ― 2024年度
対象の建物多いため計画

期間では完了できない。

計画では完了予定を平成

３６年度としている。

横浜キャンパス16号館完了 1／2 ― 年度
対象の建物多いため計画

期間では完了できない。

計画では完了予定を平成

３６年度としている。

1／2 ― 年度
対象の建物多いため計画

期間では完了できない。

計画では完了予定を平成

３６年度としている。

14 事業所 2／2 ― 年度 2／2 ― 年度 2／2 ― 年度

15 設備
(設備の種類)
冷温水発生機 20／20 年度

(設備の種類)
冷温水発生機 20／20 年度

(設備の種類)
冷温水発生機 20／20 年度

16 設備
(設備の種類)
冷温水発生機 20／20 年度

(設備の種類)
冷温水発生機 20／20 年度

(設備の種類)
冷温水発生機 20／20 年度

17 設備
(設備の種類)

／ 年度 該当設備なし

(設備の種類)

／ 年度 該当設備なし

(設備の種類)

／ 年度 該当設備なし

18 設備
(設備の種類)

／ 年度 該当設備なし

(設備の種類)

／ 年度 該当設備なし

(設備の種類)

／ 年度 該当設備なし

19 設備
(設備の種類)

／ 年度 該当設備なし

(設備の種類)

／ 年度 該当設備なし

(設備の種類)

／ 年度 該当設備なし

20 設備
(設備の種類)

／ 年度 該当設備なし

(設備の種類)

／ 年度 該当設備なし

(設備の種類)

／ 年度 該当設備なし

21 設備
(設備の種類)

／ 年度 該当設備なし

(設備の種類)

／ 年度 該当設備なし

(設備の種類)

／ 年度 該当設備なし

22 設備
(設備の種類)

／ 年度 該当設備なし

(設備の種類)

／ 年度 該当設備なし

(設備の種類)

／ 年度 該当設備なし

９の２　重点対策の実施状況（第３号該当事業者）

実施済事業
所数／対象
事業所数

実施済車両
台数／対象
車両台数

完了予定年度
(実施中.未実施

の場合）

未実施・非該
当の理由

実施状況
実施済事業
所数／対象
事業所数

実施済車両
台数／対象
車両台数

完了予定年度
(実施中.未実施

の場合）

未実施・非該
当の理由

実施状況
実施済事業
所数／対象
事業所数

実施済車両
台数／対象
車両台数

完了予定年度
(実施中.未実施

の場合）

未実施・非該
当の理由

実施状況

23
事業者全体
(市内分)

／ ― 年度 ／ ― 年度 ／ ― 年度

24
事業者全体
(市内分)

― ／ 年度 ― ／ 年度 ― ／ 年度

25
事業者全体
(市内分)

― ／ 年度 ― ／ 年度 ― ／ 年度

26
事業者全体
(市内分)

／ ― 年度 ／ ― 年度 ／ ― 年度

27
事業者全体
(市内分)

／ ― 年度 ／ ― 年度 ／ ― 年度

（Ａ３）

対策状況

実施済

実施済

実施済

実施中

実施済

非該当

実施済

実施済

実施中

実施済

実施済

実施済

実施済

非該当

実施済

実施済

第三年度

非該当

非該当

非該当

実施中

実施済

実施済

実施済

非該当

非該当

非該当

実施済

非該当

非該当

非該当

非該当

対策状況

非該当

非該当

対策状況

非該当

第二年度

実施済

実施済

実施済

実施中

実施済

非該当

実施済

実施済

実施済

実施済

実施済

実施済

推進体制の整備 実施済 実施済

主要なエネルギー使用設備の
更新等の検討

実施済

実施済

実施中

実施済

非該当

機器管理台帳の整備 実施済

照明設備の運用管理 実施中

エネルギー使用量の把握

重点対策
実施状況の
判断を行う

単位
基準年度

実施済

各種図面の整備 非該当

外気導入量の適正管理

第
１
号
及
び
第
２
号
該
当
事
業
者

蒸気配管のバルブ等の保温 非該当

機器性能管理

排出ガス温度の管理

実施済

フィルター等の清掃 実施済

実施済

地下駐車場の換気管理 非該当

ポンプ、ファン及びブロワー
の適正な流量管理

実施済

非該当

非該当

非該当

非該当

変圧器の需要率管理、効率管
理

実施済

室内温度の適正管理

実施中

実施済

実施済

実施済

非該当

実施済

照明設備の高効率化 実施中

事務所機器の待機電力管理 実施済

実施済

非該当

冷凍機の冷水出口温度管理 実施済

燃焼設備の空気比管理 非該当

第
３
号
該
当
事
業
者

推進体制の整備

第一年度

第三年度第二年度

実施済

対策状況対策状況

対策状況

非該当

非該当

自動車の適正な維持管理

エネルギー使用量等に関する
データの管理

自動車の適正な使用管理

重点対策

実施済

実施済

第一年度

エコドライブ推進体制の整備

工業炉表面の断熱強化 非該当

コンプレッサの吐出圧の適正
化

非該当

コンプレッサの吸気管理 非該当

実施状況の
判断を行う

単位
基準年度



細則第38号様式（第２条第49号）
 （総括票） 

10　目標対策及び事業者の発意による対策の実施状況

10.32 ％

CO2排出量 CO2排出量

種別 使用量 単位 （t-CO2） 種別 使用量 単位 （t-CO2） 
（t-CO2）

昼間買電 352,782 ｋWh 180.6 昼間買電 268,052 ｋWh 137.2

昼間買電 290,175 ｋWh 148.6 昼間買電 226,008 ｋWh 115.7

都市ガス m3 0.0 都市ガス 千m3 0.0

昼間買電 27,585 ｋWh 14.1 昼間買電 26,537 ｋWh 13.6

都市ガス 49,722 m3 114.0 都市ガス 42,061 m3 96.5

昼間買電 138,950 ｋWh 71.1 昼間買電 54,654 ｋWh 28.0

昼間買電 296,011 ｋWh 151.6 昼間買電 221,733 ｋWh 113.5

13,742

19号館1階店舗空冷ヒートポンプ
パッケージ4系統を高効率機器へ
更新

横浜キャ
ンパ

2011

昭和62年度竣工した棟のビルマル
チエアコン
室外機2台（消費電力3.85KW/
台)、室内8台（50W/台）
室外機1台（消費電力1.75KW/
台)、室内機1台（75W/台）
室外機1台（消費電力1.54KW/
台)、室内機1台（50W/台）

千円

38.0 千円2011

昭和63年に竣工した棟の照明器具
　
FLR40W2灯用及び1灯用及びFL10W
誘導灯他　計1,122台

16,800

43.2 8,316

　　　（注意事項）・対策の効果が重複して計上されない様にご注意ください。
　　　　　　　　　・燃料・熱・電気等の使用量は、一年間での値に換算して記入してください。
　　　　　　 　　 ・記載欄が不足する場合は、横浜市へご連絡ください。

削減量合計
事業者総排出量

事業者総排出量
（t-CO2）

CO2排出量合計①
（t-CO2）

CO2排出量合計②
（t-CO2）

削減量合計
（t-CO2）

具体的な対策 事業所名
対策の

実施年度
（西暦）

削減量

7,761 2,658.0 1,857.2 801

投資金額
実施前の運用状況/設備状況 実施後の運用状況/設備状況

燃料・熱・電気等の使用量

18.1 千円

32.9 千円

16,485 千円

2
2号館（体育館）の照明器具を高
効率照明器具へ更新した

中山キャ
ンパス

18,690

43.4
FHF32W2灯用及び1灯用及びLED誘
導灯他　計1,511台

2010

高効率ビル用マルチエアコン
室外機1台・消費電力1台（冷
15.4KW/暖16.7KW)、室外機2台・
消費電力1台（冷11.61KW/暖
12.1KW)、室内機16台・消費電力1
台（冷52KW/暖38KW)
、室内機4台・消費電力1台（冷
47W/暖34W)、室内機2台・消費電
力1台（冷33W/暖27W)

19号館食堂系統のガス焚き冷温水
発生機を高効率冷温水機に更新

横浜キャ
ンパ

実施前 実施後

セルメタH360W・160台、FLR1灯
用・86台、FLR2灯用・25台

連
番

1

3

2010

昭和63年に竣工した棟の照明器具

水銀灯700W・86台、ﾊｲｶﾗｲﾄ250W・
64台、FLR1灯用・86台、FLR2灯
用・25台

4

5
1・3号館の照明を高効率照明器具
に更新

中山キャ
ンパス

20号館の照明器具を高効率照明器
具へ更新した

横浜キャ
ンパス

昭和60年度竣工した棟の照明器具
　
FLR40W2灯用及び1灯用及びFL10W
誘導灯他　計1,511台

FHF32W2灯用及び1灯用及びLED誘
導灯他　計1,122台

2011

平成5年竣工の三洋電機製冷温水
発生機（別置型）
冷凍能力316KW（90RT×1）
消費電力：本体・3.39W、冷却
塔・2.6kW冷温水ポンプ・5.5KW、
冷却水ポンプ7.5KW
燃料消費量（冷333kW、暖333kW)

高効率冷温水発生機・冷却塔一体
型（矢崎総業製）
冷凍能力316KW（90RT×1）
消費電力：冷房時20.3KW、暖房時
9.5KW
燃料消費量（冷19.5㎥（N)/ｈ、
暖25.1㎥（N)/ｈ)

燃料・熱・電気等の使用量

（Ａ３）



CO2排出量 CO2排出量

種別 使用量 単位 （t-CO2） 種別 使用量 単位 （t-CO2） 
（t-CO2）

具体的な対策 事業所名
対策の

実施年度
（西暦）

削減量 投資金額
実施前の運用状況/設備状況 実施後の運用状況/設備状況

燃料・熱・電気等の使用量

実施前 実施後

連
番

燃料・熱・電気等の使用量

昼間買電 93,414 ｋWh 47.8 昼間買電 16,713 ｋWh 8.6

都市ガス 58,667 m3 134.6 都市ガス 27,642 m3 63.4

昼間買電 24,523 ｋWh 12.6 昼間買電 1,921 ｋWh 1.0

昼間買電 96,680 ｋWh 49.5 昼間買電 ｋWh 0.0

昼間買電 86,220 ｋWh 44.1 昼間買電 68,951 ｋWh 35.3

都市ガス 156,238 m3 358.3 都市ガス 104,223 m3 239.0

昼間買電 46,844 ｋWh 24.0 昼間買電 45,069 ｋWh 23.1

都市ガス 82,449 m3 189.1 都市ガス 81,462 m3 186.8

昼間買電 23,512 ｋWh 12.0 昼間買電 0 ｋWh 0.0

m3

平成8年竣工の冷温水発生機・冷
却塔一体型（三洋製）
冷凍能力80RT×2
消費電力：冷房時16.0KW、暖房時
7.7KW
燃料消費量（冷27.19㎥（N)/ｈ、
暖27.19㎥（N)/ｈ)

2013

16号館のガス焚き冷温水発生機を
高効率冷温水機に更新及び冷温水
ポンプ、冷却水ポンプのインバー
タ導入

2013
横浜キャ
ンパ

3号館に太陽光発電システムの導
入

11
横浜キャ
ンパ

発電力30KWのソーラーパネル設置
太陽光で発電した発電力により購
入する予定であった電気量（平成
26年度実績）

17号館に太陽光発電システムの導
入

平成3年竣工のパッケージエアコ
ン
室外機2台
室内機1台（消費電力14.1KW)

2012
横浜キャ
ンパ

39,90049.5

平成10年竣工の三洋電機製冷温水
発生機（一体型）
冷凍能力150RT×2台
消費電力：冷房時30KW、暖房時
13.8KW、燃料消費量（冷40.9㎥
（N)/ｈ、暖40.9㎥（N)/ｈ)

2013
横浜キャ
ンパ

8・9号館用ガス焚き冷温水発生機
から高効率ガスヒートポンプチ
ラーへ改修及び冷温水ポンプのイ
ンバータを導入

9

8

千円6,61511.6

ファンコイル3台設置、消費電力
（216W/台）
全熱交換機2台設置、消費電力
（179W/台）

千円

平成8年竣工の三洋電機製冷温水
発生機（一体型）
冷凍能力80RT×2台
消費電力：冷房時17.6KW、暖房時
9.3KW、燃料消費量（冷21.6㎥
（N)/ｈ、暖27.0㎥（N)/ｈ)
ファンコイル43台（89W/台）、空
調機2台（7.5KW/台）

2012
横浜キャ
ンパ

90,353110.4

ガスヒートポンプエアコン
室外機1台・燃料消費量（冷31.3ｋW、暖33.8ｋW)/
台、室外機6台・燃料消費量（冷41.4ｋW、暖43.9ｋ
W)/台、室外機5台・燃料消費量（冷63.5ｋW、暖
55.1ｋW)/台、室外機1台・燃料消費量（冷69.8ｋ
W、暖69.8ｋW)/台、室内機17台・消費電力（冷
52KW/暖38KW)/台、室内機25台・消費電力（冷84W/
暖84W)/台、室内機38台・消費電力（冷72W/暖72W)/
台、室内機1台・消費電力（冷28W/暖19W)/台、床置
ダクト型2台・消費電力（冷1.78ｋW/暖1.78ｋW)/台

千円

7

千円

発電力80KWのソーラーパネル設置
太陽光で発電した発電力により購
入する予定であった電気量（平成
25年度実績）

2012

千円25,00012.0

39,9003.210

高効率冷温水発生機・冷却塔一体
型（矢崎総業製）
冷凍能力80RT×2
消費電力：冷房時17.2KW、暖房時
6.4KW
燃料消費量（冷20.5㎥（N)/ｈ、
暖27.6㎥（N)/ｈ)

7・10号のセントラル方式（ガス
式冷温水発生機とファンコイル）
の空調からゾーンごとにガスヒー
トポンプエアコンへ更新

6

横浜キャ
ンパ

11号館音楽室の空冷ヒートポンプ
パッケージを11号館の他系統のセ
ントラルに統合

千円80,000128.1

高効率ガスヒートポンプチラーに
更新
室外機10台・消費電力：冷房時
1.4KW、暖房時1.4KW、燃料消費量
（冷69.8ｋW、暖69.8ｋW)/台
水熱交換ユニット10台・9W/台、
冷温水ポンプ2台（1台予備）22KW

（Ａ３）



CO2排出量 CO2排出量

種別 使用量 単位 （t-CO2） 種別 使用量 単位 （t-CO2） 
（t-CO2）

具体的な対策 事業所名
対策の

実施年度
（西暦）

削減量 投資金額
実施前の運用状況/設備状況 実施後の運用状況/設備状況

燃料・熱・電気等の使用量

実施前 実施後

連
番

燃料・熱・電気等の使用量

昼間買電 31,066 ｋWh 15.9 昼間買電 19,637 ｋWh 10.1

都市ガス 46,273 m3 106.1 都市ガス 38,991 m3 89.4

昼間買電 42,616 ｋWh 21.8 昼間買電 29,792 ｋWh 15.3

昼間買電 39,180 ｋWh 20.1 昼間買電 25,611 ｋWh 13.1

都市ガス 60,114 m3 137.9 都市ガス 51,225 m3 117.5

昼間買電 133,239 ｋWh 68.2 昼間買電 31,275 ｋWh 16.0

昼間買電 67,276 ｋWh 34.4 昼間買電 41,775 ｋWh 21.4

都市ガス 95,129 m3 218.2 都市ガス 78,641 m3 180.4

昼間買電 48,774 ｋWh 25.0 昼間買電 28,669 ｋWh 14.7

都市ガス 83,276 m3 191.0 都市ガス 42,249 m3 96.9

LED形及びLED誘導灯他

LDL40形他LED器具　：115台
LED100形他LED器具 ： 70台
LED550形他LED器具 ：189台
LED誘導灯他LED器具： 57台
　　　　　　　 計　 431台

47,30427.3

千円42,768104.4

高効率ガスヒートポンプチラーに
更新
室外機1台・消費電力：冷房時
7.5KW、暖房時7.5KW、燃料消費量
（冷22.3kW、暖21.9kW)/台
水熱交換ユニット1台・0.01kW/台
冷温水ポンプ1台 7.5KW

52.2

千円

千円

千円17,822

22.6

横浜キャ
ンパス

横浜キャ
ンパ

平成13年竣工のガスヒートポンプ

室外機2台・消費電力：冷房時1.44KW、暖房時1.60KW、燃料消費量（冷56.4ｋW、暖

55.4ｋW)/台、

室外機2台・消費電力：冷房時1.44KW、暖房時1.6KW、燃料消費量（冷32.2ｋW、暖

32.7ｋW)/台、

室外機3台・消費電力：冷房時1.44KW、暖房時1.6KW、燃料消費量（冷55.4ｋW、暖

55.4ｋW)/台

室外機2台・消費電力：冷房時0.86KW、暖房時0.95KW、燃料消費量（冷23.3ｋW、暖

22.6ｋW)/台

室外機5台・消費電力：冷房時1.44KW、暖房時1.6KW、燃料消費量（冷46.9ｋW、暖

42.7ｋW)/台

室内機2台・消費電力：冷房時1.7KW、暖房時1.7KW、

室内機46台・消費電力：冷房時0.14KW、暖房時0.11KW、

室内機35台・消費電力：冷房時0.09KW、暖房時0.05KW、

室内機23台・消費電力：冷房時0.14KW、暖房時0.1KW、

室内機4台・消費電力：冷房時0.14KW、暖房時0.1KW、

室内機1台・消費電力：冷房時0.09KW、暖房時0.05KW

2016
横浜キャ
ンパス

15

高効率ガスヒートポンプに更新
室外機1台・消費電力：冷房時0.65KW、暖房時
0.45KW、燃料消費量（冷32ｋW、暖28.9ｋW)/台
室外機7台・消費電力：冷房時1.24KW、暖房時
0.74KW、燃料消費量（冷45.4ｋW、暖43.7ｋW)/台
室内機3台・消費電力：冷房時0.02KW、暖房時
0.02KW、室内機53台・消費電力：冷房時0.09KW、暖
房時0.06KW、室内機2台・消費電力：冷房時
0.16KW、暖房時0.12KW、室内機1台・消費電力：冷
房時0.05KW、暖房時0.04KW、室内機10台・消費電
力：冷房時0.08KW、暖房時0.07KW

高効率ビル用マルチエアコン
室外機1台（消費電力冷14.2KW・
暖15.1KW）、室内機2台・消費電
力（冷66W/暖53W)、室内機6台・
消費電力（冷107W/暖107W)、室内
機1台・消費電力（冷108W/暖
108W)、室内機1台・消費電力（冷
111W/暖111W)

平成8年度竣工した棟のビルマル
チエアコン
室外機1台（消費電力冷21.85KW・
暖20.5KW）、室内機7台・消費電
力（冷100W/暖100W)、室内機1
台・消費電力（冷130W/暖130W)、
室内機1台・消費電力（冷120W/暖
120W)、

平成12年竣工の三洋電機製冷温水
発生機（一体型）
冷凍能力80RT×2台
消費電力：冷房時16.1KW、暖房時
8.7KW、燃料消費量（冷21.80㎥
（N)/ｈ、暖21.81㎥（N)/ｈ)

8,3166.62014

千円45,3602014

高効率ガスヒートポンプに更新
室外機3台・消費電力：冷房時0.7KW、暖房時
0.58KW、燃料消費量（冷28.4ｋW、暖29.7ｋ
W)/台、室外機4台・消費電力：冷房時
1.02KW、暖房時0.64KW、燃料消費量（冷39.1
ｋW、暖42.5ｋW)/台、室内機24台・消費電
力：冷房時0.02KW、暖房時0.02KW、室内機34
台・消費電力：冷房時0.09KW、暖房時
0.06KW、室内機2台・消費電力：冷房時
0.06KW、暖房時0.04KW、室内機3台・消費電
力：冷房時0.08KW、暖房時0.07KW、室内機1
台・消費電力：冷房時0.04KW、暖房時0.03KW

平成13年竣工のガスヒートポンプ
室外機2台・消費電力：冷房時1.44KW、暖房時
1.6KW、燃料消費量（冷55.4ｋW、暖55.4ｋW)/
台、室外機1台・消費電力：冷房時1.44KW、暖
房時1.6KW、燃料消費量（冷32.2ｋW、暖32.7
ｋW)/台、室外機6台・消費電力：冷房時
0.86kW、暖房時0.95KW、燃料消費量（冷23.3
ｋW、暖22.6ｋW)/台、室内機32台・消費電
力：冷房時0.14KW、暖房時0.1KW、室内機1
台・消費電力：冷房時0.14KW、暖房時
0.06KW、室内機1台・消費電力：冷房時
0.14KW、暖房時0.09KW

2015

横浜キャ
ンパ

19号館保健室の空冷ヒートポンプ
パッケージを高効率機器へ更新

23号館ガスヒートポンプエアコン
を高効率機器に更新（第1期）

12

横浜キャ
ンパ

13

14

2016
横浜キャ
ンパス

23号館ガスヒートポンプエアコン
を高効率機器に更新（第2期）

2017

23号館ガスヒートポンプエアコン
を高効率機器に更新（第3期）

16 千円69,01250.9

高効率ガスヒートポンプに更新
室外機7台・消費電力：冷房時1.24KW、暖房時0.74KW、燃料消
費量（冷45.4ｋW、暖43.7ｋW)/台
室外機7台・消費電力：冷房時0.65KW、暖房時0.45KW、燃料消
費量（冷32.0ｋW、暖28.9ｋW)/台
室内機2台・消費電力：冷房時1.45KW、暖房時1.45KW、
室内機47台・消費電力：冷房時0.09KW、暖房時0.06KW、
室内機34台・消費電力：冷房時0.09KW、暖房時0.06KW、
室内機23台・消費電力：冷房時0.09KW、暖房時0.06KW、
室内機1台・消費電力：冷房時0.09KW、暖房時0.06KW、
室内機4台・消費電力：冷房時0.13KW、暖房時0.10KW

22号館用ガス焚き冷温水発生機か
ら高効率ガスヒートポンプチラー
へ改修

17

平成8年度竣工した棟の照明器具
　
FL、FLR蛍光管器具　：115台
FDLｺﾝﾊﾟｸﾄ蛍光管器具： 70台
白熱、ﾊﾛｹﾞﾝ電球器具：189台
誘導灯他　　　　　 ： 57台
　　　　　　　　計　 431台

16号館の照明器具を高効率照明器
具へ更新した

平成13年竣工のガスヒートポンプ
室外機1台・消費電力：冷房時0.86KW、暖房時0.95KW、燃料消
費量（冷23.3ｋW、暖22.6ｋW)/台、室外機6台・消費電力：冷
房時1.44KW、暖房時1.6KW、燃料消費量（冷55.4ｋW、暖55.4ｋ
W)/台、室外機6台・消費電力：冷房時1.44KW、暖房時1.6KW、
燃料消費量（冷32.2ｋW、暖32.7ｋW)/台
室内機2台・消費電力：冷房時0.09KW、暖房時0.05KW、室内機3
台・消費電力：冷房時0.02KW、暖房時0.02KW、室内機1台・消
費電力：冷房時0.15KW、暖房時0.11KW、室内機63台・消費電
力：冷房時0.14KW、暖房時0.1KW、室内機2台・消費電力：冷房
時0.15KW、暖房時0.12KW、室内機6台・消費電力：冷房時
0.13KW、暖房時0.1KW、室内機6台・消費電力：冷房時0.14KW、
暖房時0.06KW

（Ａ３）



CO2排出量 CO2排出量

種別 使用量 単位 （t-CO2） 種別 使用量 単位 （t-CO2） 
（t-CO2）

具体的な対策 事業所名
対策の

実施年度
（西暦）

削減量 投資金額
実施前の運用状況/設備状況 実施後の運用状況/設備状況

燃料・熱・電気等の使用量

実施前 実施後

連
番

燃料・熱・電気等の使用量

昼間買電 51,712 ｋWh 26.5 昼間買電 29,467 ｋWh 15.1

都市ガス 77,178 m3 177.0 都市ガス 65,311 m3 149.8

昼間買電 53,526 ｋWh 27.4 昼間買電 43,292 ｋWh 22.2

昼間買電 4,317 ｋWh 2.2 昼間買電 3,790 ｋWh 1.9

都市ガス 9,556 m3 21.9 都市ガス 9,140 m3 21.0

昼間買電 24,028 ｋWh 12.3 昼間買電 21,284 ｋWh 10.9

横浜キャ
ンパ

1号館ガスヒートポンプエアコン
を高効率機器に更新（1期）

21号館空冷ヒートポンプパッケー
ジを高効率機器へ更新

平成13年竣工のガスヒートポンプ
室外機1台・消費電力：冷房時0.65KW、暖房時0.65KW、燃料消
費量（冷32.0kW、暖32.0kW)/台
室内機6台・消費電力：冷房時0.09KW、暖房時0.09KW
室外機1台・消費電力：冷房時0.65KW、暖房時0.65KW、燃料消
費量（冷32.0kW、暖32.0kW)/台
室内機2台・消費電力：冷房時0.09KW、暖房時0.09KW
室内機2台・消費電力：冷房時0.09KW、暖房時0.09KW
室内機3台・消費電力：冷房時0.09KW、暖房時0.09KW
室内機1台・消費電力：冷房時0.01KW、暖房時0.09KW

　室外機1台、室内機2台
（消費電力冷14.0KW・暖16.0KW）
　室外機3台、室内機3台
（消費電力冷7.1KW・暖7.1KW）

高効率ビル用マルチエアコン
室外機1台（消費電力冷17.4KW・
暖15.8KW）、室内機3台・消費電
力（冷63W/暖60W)、室内機4台・
消費電力（冷51W/暖51W)、室内機
3台・消費電力（冷72W/暖68W)

高効率ガスヒートポンプに更新
室外機1台・消費電力：冷房時0.65KW、暖房時0.45KW、燃料消
費量（冷32.0kW、暖28.9kW)/台
室内機6台・消費電力：冷房時0.09KW、暖房時0.06KW
室外機1台・消費電力：冷房時0.65KW、暖房時0.45KW、燃料消
費量（冷32.0kW、暖28.9kW)/台
室内機2台・消費電力：冷房時0.09KW、暖房時0.06KW
室内機2台・消費電力：冷房時0.09KW、暖房時0.06KW
室内機3台・消費電力：冷房時0.09KW、暖房時0.06KW
室内機1台・消費電力：冷房時0.01KW、暖房時0.01KW

　室外機1台、室内機2台
（消費電力冷14.0KW・暖16.0KW）
　室外機3台、室内機3台
（消費電力冷7.1KW・暖7.1KW）

18 千円62,640
横浜キャ
ンパス

23号館ガスヒートポンプエアコン
を高効率機器に更新（第4期）

2017

高効率ガスヒートポンプに更新
室外機5台・消費電力：冷房時1.24KW、暖房時0.74KW、燃料消
費量（冷45.4ｋW、暖43.7ｋW)/台、室外機7台・消費電力：冷
房時0.65KW、暖房時0.45KW、燃料消費量（冷32.0ｋW、暖28.9
ｋW)/台、室内機12台・消費電力：冷房時0.082KW、暖房時
0.071KW、
室内機1台・消費電力：冷房時0.055KW、暖房時0.044KW、
室内機36台・消費電力：冷房時0.09KW、暖房時0.063KW、
室内機21台・消費電力：冷房時0.09KW、暖房時0.063KW、
室内機19台・消費電力：冷房時0.09KW、暖房時0.06KW、
室内機5台・消費電力：冷房時0.088KW、暖房時0.061KW

平成13年竣工のガスヒートポンプ
室外機3台・消費電力：冷房時1.44KW、暖房時1.6KW、燃料消費量（冷
46.9kW、暖42.7kW)/台、室外機5台・消費電力：冷房時1.44KW、暖房時
1.60KW、燃料消費量（冷32.2ｋW、暖32.7ｋW)/台、室外機1台・消費電
力：冷房時0.86KW、暖房時0.95KW、燃料消費量（冷23.3ｋW、暖22.6ｋW)/
台、室外機2台・消費電力：冷房時1.44KW、暖房時1.60KW、燃料消費量
（冷32.2ｋW、暖32.7ｋW)/台 室外機1台・消費電力：冷房時0.86KW、暖房
時0.95KW、燃料消費量（冷23.3ｋW、暖22.6ｋW)/台
室内機12台・消費電力：冷房時0.14KW、暖房時0.10KW、
室内機1台・消費電力：冷房時0.14KW、暖房時0.09KW、
室内機90台・消費電力：冷房時0.14KW、暖房時0.10KW、
室内機21台・消費電力：冷房時0.14KW、暖房時0.10KW、
室内機19台・消費電力：冷房時0.14KW、暖房時0.10KW、
室内機5台・消費電力：冷房時0.09KW、暖房時0.06KW

38.6

5.2

20 2018

201821

19
7号館パソコン演習室の空冷ヒー
トポンプパッケージを高効率機器
へ更新

昭和39年度竣工した棟のビルマル
チエアコン
室外機1台（消費電力冷23.6KW・
暖23.6KW）、室内機6台・消費電
力（冷63W/暖63W)、室内機4台・
消費電力（冷51W/暖151W)

2018
横浜キャ
ンパ

横浜キャ
ンパ

千円3,521

1.2

1.4

千円

千円

千円16,956

千円8,748

（Ａ３）



細則第38号様式（第２条第49号）
 （総括票）                                                      　　 

11　再生可能エネルギー利用設備等の導入状況

番号

1

2

3

4

5

12　クレジット等に関する取組状況

番号 年度

1 2018年度

2 2018年度

3 　 年度

4 　 年度

5 　 年度

13　その他の地球温暖化を防止する対策の実施状況

14　実施状況等に対する自己評価

設備機器の種類 導入年度 性能等 備考

太陽光発電システム 2012年度 太陽光パネル80kW
年間97,922ｋＷｈを削減し
た。

太陽光発電システム 2014年度 太陽光パネル30kW
年間22,496ｋＷｈを削減し
た。

年度

年度

年度

種  類 オフセット対象範囲 特定温室効果ガス換算量 備考

電気の使用 横浜市内事業所 191ｔ-CO2
東京電力エナジーパート
ナー(株)・(株)エネット

再エネの利用 横浜市内事業所 20ｔ-CO2 太陽光発電

基準年度までの対策

廃棄物の排出量の把握及び削減に係る対策、グリーン購入
雨水を便所洗浄水として利用して上水使用量の削減
クールピットによる外気負荷の低減、地中熱を活用した空調熱源システムの運転
吹抜け部を利用した自然換気システムの運転

計 画 期 間 内 に
実 施 す る 対 策

廃棄物の排出量の把握及び削減に係る対策、グリーン購入
雨水を便所洗浄水として利用して上水使用量の削減
クールピットによる外気負荷の低減、地中熱を活用した空調熱源システムの運転
吹抜け部を利用した自然換気システムの運転

第 一 年 度 実 績

廃棄物の排出量の把握及び削減に係る対策、グリーン購入
雨水を便所洗浄水として利用して上水使用量の削減
クールピットによる外気負荷の低減、地中熱を活用した空調熱源システムの運転
吹抜け部を利用した自然換気システムの運転

（Ａ４）

第 二 年 度 実 績

廃棄物の排出量の把握及び削減に係る対策、グリーン購入
雨水を便所洗浄水として利用して上水使用量の削減
クールピットによる外気負荷の低減、地中熱を活用した空調熱源システムの運転
吹抜け部を利用した自然換気システムの運転、会議でのペーパーレス化

第 三 年 度 実 績

廃棄物の排出量の把握及び削減に係る対策、グリーン購入
雨水を便所洗浄水として利用して上水使用量の削減
クールピットによる外気負荷の低減、地中熱を活用した空調熱源システムの運転
吹抜け部を利用した自然換気システムの運転、会議でのペーパーレス化

本学は、省エネ法に対応し地球環境の保全に資するため、エネルギー使用量原単位を平成21年度比、年平均１％以上の削減を基本方針として、省エネ中長期計画を策定
し、それに基づく機器の導入や更新及び運用改善による省エネルギー対策を進めていいます。その結果、平成29年度実績では原単位を平成21年度比で約11％減となってお
り、計画以上の成果が出ています。横浜市内の事業所である、横浜及び中山キャンパスでは平成22～28年度において照明のLED化、太陽光発電システムの導入、高効率ガ
スヒートポンプチラーや高効率ビルマルチエアコン等の設備更新を計画的に推進しました。今後、本学の創立100年に向けてのキャンパスマスタープランでも省エネル
ギー対策や新エネルギーの導入等、積極的に環境に配慮した整備を行ない、エコキャンパスを目指します。
神奈川大学エコキャンパスの取組みについては、以下のＵＲＬでご確認ください。
http://www.kanagawa-u.ac.jp/disclosure/surrounding/facilities/eco_campus.html


